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記入例 

 

 

○本校では毎年講師の方をお招きして，体の不自由な方々のお話を聞いたり，視覚障害者ガイドや 

車いす体験をしたりすることを通し，自分とは異なる立場の人々に共感する心を育んでいます。

（４・５・６年生） 

○児童会が中心となって，挨拶運動を進めています。御家庭や地域の皆様も 

子どもたちへの挨拶について，御協力をお願いします。 

 

＜１・２年生では＞ 

○友達と仲良く遊び，力を合わせて頑張ることができる。   

○良く考えて，進んで活動できる。 

＜３・４年生では＞ 

○相手の気持ちを思いやることができる。   

○互いに励まし合いながら，進んで活動できる。 

＜５・６年生では＞ 

○相手の立場を考えて行動することができる。 

○自分を深く見つめ，責任をもって行動することができる。 

  

 

 

＜子供たちの声＞ 

・私たちが何気なく歩いて

いる道でも，車いす利用

者にとっては進んでい

くことさえ大変だとい

うことが分かった。 

・障がいをもった方達をサ

ポートする仕組みが社

会にもっと増えれば良

いと思った。 

＜子供たちの声＞ 

・目隠しをしてい

ると何も見え

ず，杖を持って

いても歩くのが

怖かった。 

・自分の横に寄り

添ってくれる人

がいると少し安

心できた。 

 誠実で思いやりのある子・たくましく生き抜く子・自ら学ぶ子の育成 

 

道徳教育総合推進サイト｢モラルＢＯＸ｣には、「愛知 102２校の取組」など、学校の道徳教

育推進や家庭・地域・学校の連携に役立つ情報が満載です。 クリック 

福祉実践教室 


